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青が盛に行われてい る事が認 らめれるO これに尿.し,畢個常は合体の7%位こて減少するo 黙粒常の数は48時間Fl

～72時間 目の間で頂点に達 し,時には90%を越える守二もあるが,その後は漸次減少 し始め,これ(て反 し末路は増加の

一一億 を辿 り,培養後6,7日Elでは全体の54%内外を占め,個々の常数からすると,絶対多数を占めるに至るO釆洛 中

にも光輝性照粒を有Tる常が多数に恵められるが,その数を算定する事は困難である0-万畢個蘭は若干埠加 して寒

るが'これは弟青を終えた元の常が光輝性顕粒を失い遊離 して凍るか らであろう.

以上要するに発育の哀好な人塑締核常 Frankiurt株では,発芽性を有する光輝性顕粒が培養開始後数時間目か ら,LIP.

現 し,その数は48-72時間後L/T.最大限に増加 し,次いで減少 し,舜青の根元をなすかの環!/{認められ,光輝性頼米を

持たぬ畢個常l/{よって措かれる曲線は光輝性質粒を有する革個常:/{よって購かれる天れと相交 3̂tL,蘭乗務によって

描かれる曲線は培養後48時間FI頃から上昇 し始め,爾後上昇の一途を辿るのである｡

又以上の語族件の下では前述の桂に発育株式界Ⅰ 型を示すものが大多数を占めるが,算I乃乗算lV型のrflにも各種

の株相があ り,発育株式に就ては今回の実験のみで1.1･急に帯諭を下す草は粗野で,増蕃燦件の如何によって多種 多株

であろうと推桑されるO.

今後我々は種 々の化学療法剤を作用せしめた場合L/TL以上の諮曲線に如何なる悲壮を生ずるかを観察 し'今rr11J我 々が

石っ た実験舟鋲を北学療法剤の効果列r/ii'法の-一つとして磨用 し得る枚t/{完成せ しめたい と思 うD

【京都大学理学部有堆化学教室 (豊作 教授 野津龍三郎)と京都

J 大学結核研究所第4部との共同研究】

結 接 の 化 学 療 法 の 研 究 (第 5報)

Hydroguinonemonoaikyletherの合成並に結核菌に対する抗菌作用
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前部迄に於ては 言1 型の牝食物に戯きR及びXの査他L/{よる抗常力の滑長を調べて爽たが'続いてパラ型

の牝令物L,{就き検討する創 て,-一連の けydroquinonemonoatkyletherを倉成し, その節核常に対する抗簡カを槍討 し

たo

令成法 ･.1くOH一UH3･e6H4SO3R

HO-く≡ y oNa†
→H0-4≡ y oR

令成した葬剤と夫 々の物坤恒数は表の如 くであるo

Hy｡roquinonemonoalkyletherの物鯛 数 :HO-く≡ 〉-oR
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臥 ~~-B.P.○C(Illtll) M.P_OC 良 R.P.OC｢(mm) M.P.○C R 温 M.P._OC

C打 3 89-90(4) 73 n-Cも打13 112(3) 4g n-Clt3H25 158-159(3) 78.5-79

C2】汀5 121(9) 66 n-C8H17 127-128(3) 60-61 n-C】4H29 175(3) 84.5-85

二抗菌試験 :使用菌株,鳥革望常,検定法は前部iJ{同 じ,比較の為同時培養を･行った｡粁具は図に示す如 くであるo
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卿 鼻戎桑薮ー
締諭 :図L･rCよ り明らかな如 くHydroquinone monoalkylethelの締核常に対する抗常力は凡て極めて弱 く,Alkyl基

の)<小による影響も即著でないO ･

結 核 の 化 学 療 法 の 研 究 (第 6報)

p-Aminophenolalkyletherの合成並に結核菌 に対する抗菌作用
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節5報に引続きバラ塑一化合物として表記牝.合物を合成検討 した｡

令成紘 :02N-(≡〉-OAg ｣ L → 02N-d#(V≡ラーoR些土型 → H2N-ぐ≡/sLoR
ノ合成したイセノ含物の物理恒数は節 1表の如 くである｡

# 1表 :p-Am inophenolalkyletherの物鵬 数 ‥RO-く_= 〉NI‡2

氏 M.P_OC 盗酸盤M.P.○(J 氏 M.P.Oc ≡監酸盗M.P.OC

n-C4H9 110-115 也-C12H25 58-1;0 111-112

抗菌試験 :使用菌株,魚型蘭,薬剤は各ア ミンの珪酸盆を使用した｡換宣法は前部に同じ,結果は図に示す如 くで

あるo之をオ7レナ型のものと比較する寓に, 各系の最高抗蘭-J]を示す I)odecyJethera/{裁て比覇実験を行った｡締果

は節2表l/{示す通 りである｡


